
１班 資料２

テ－マ１.
　高円寺の魅力（らしさ）を活かした学校

テ－マ２.
　教育活動を支える新校舎の施設・機能

高円寺の良さ

商店街・阿波踊り・高円寺フェス・大道芸→まちの活性
化

をみんなでまとめていく

他地域からの受け入れもよい－厳しさとゆるさをうまく
取り入れている

職場体験－地元で快く受け入れている

杉八の環境教育－阿波踊りのゴミ拾い

古いものを大事にしつつ新しい地域とのつながりを大事
にした学校

思い切った施設を入れてほしい

小・中学生一緒に動くことができる

まちの人・学校支援本部等の人々が打ち合わせできる

杉四小天鼓隊－近所に遠慮しないで練習できる

　　　　　　　　　　　　　　阿波踊りの練習もできる

環七に立派な歩道橋←杉四小跡も使いやすい（つなげ
る）
公共施設は中途半端になりやすい

杉四小のオープンスペースを使って２クラス合同授業な
どに活用

杉八小の環境学習を取り入れるスペースを作る

にした学校

人のやさしさを発信する場所→子供が育つ

学校支援本部・PTAが応援しているから皆が集まる

まちの中に子供が参加する場がある→親も参加する

ご近所付き合いのように子供を育てる－子供への声かけ

学校ごとの良さがある→CS（コミュニティスクール）が
まとめていけばよい

小・中学生一緒に動くことができる

大人を知る・認める←子供に選択しを小さいときからも
てるように
勉強以外のことものばしていける学校←大人に認めても
らう

未就学児にも視野を広げる－学童前に学童スペースの活
用

高齢者も来れる施設－杉四小バリアフリーを活かす

中スペースの防音機能のある部屋（太鼓・スポーツ・発
表会多目的に使える



２班

→学校が核となって、地域のつながりをつくる。子ども
の顔がわかる。

○木密地域（高円寺）

○体験を通して学べる学校 →防災の拠点として充実した機能を持つ学校

○地域の子どもという意識が強い （就学前、地域との交流を深める）

→より、地域で支えられる学校へ
○支援が必要な子どもが全員通える(特別支援・クールダ
ウンスペース)

○就学前との連携（子供園、保育園） ○広い校庭を確保

テ－マ１.
　高円寺の魅力（らしさ）を活かした学校

テ－マ２.
　教育活動を支える新校舎の施設・機能

○基礎的な内容に＋αを付加 ○地域の方が集まれるフリースペースが必要

（何かに特化した学校） ○広いランチルーム

→生活におけるコミュニケーション能力の向上 ○プール→小学校・中学校それぞれ

○パーテーションで仕切れる多目的に使用できるスペー
ス

○国語、英語力が身につく学校 ○小アリーナ、大アリーナは必要



３班

人脈の多いまち 思い切り遊べ幅広い年齢層で使える

魅力と能力のある人が多い 自然に触れ合える学校全体を自然に近づける工夫が必要

広場がない時代に児童館や校庭の活用 授業に集中でき、自由に遊べる

子どもたちの活動に制約が多く活発に行動できない 区全域に活動できる空間、科学館機能

目的があると集まり人が力を出す 教育と遊びのメリハリ、自由に遊べる

目的は阿波踊りだけでなくスポーツやフェスなど
地域の人達が生き生きと活動できる場所となり安全を確
保して開放する

様々な人の連携により活力が コミュニティーセンター機能となる

テ－マ１.
　高円寺の魅力（らしさ）を活かした学校

テ－マ２.
　教育活動を支える新校舎の施設・機能

スポーツ機能、地域のスポーツクラブに

ボランティア精神の高いまち 季節感のある施設

学校優先であっても地域で活動できる



４班

・新校舎になって無機質となり、地域の足が遠のかない
よう人間味ある学校

あいさつするだけでもつながりが生まれる

・子どもが元気よくあいさつができる 自然にあふれた学校

　まち全体も明るくなる 11年間教育が行えるスペース

・学校に気軽に足を運べる ・地域がつながりそれが子どもに学校に反映する

・子どもたちも地域に出ていく（地域全体が学校）
開放スペースと学校のスペースがうまくクロスするよう
な施設配置

・すでに３校で行われている地域との運動もさらに発展
させていく

・休み時間に地域の人と話す

テ－マ１.
　高円寺の魅力（らしさ）を活かした学校

テ－マ２.
　教育活動を支える新校舎の施設・機能

地域と学校が結びついた学校 コミュニティスペース（以前の杉四のコモンスペース）

子小中11年間のつながりのある学校 人工芝、床昇降プール、新設体育館

地域コミュニティの場となる学校 環七を安全に横断できるデッキ

和太鼓・阿波踊り・琴ができるような防音設備が整った
スペース（地域活動につながる）

　まち全体も明るくなる 11年間教育が行えるスペース


